
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【快適な東西自由通路へ】 

現在の渋谷駅には、西口と東口とを行き来する通路（東西自由通路）が２カ所あります。しかし、通路の幅は狭

く、床に何カ所か勾配があり、天井高さに余裕がありません。さらに、通勤時に限らず混んでいて快適に歩ける

環境とは言えません。そこで、２カ所の通路の幅を広げ、勾配を緩やかに改良します。この整備により、西口広

場と東口広場の見通しもよくなり東西広場の関係性が強化されます。 

また、国道 246 号の南側においても、新たにＪＲ線の上空に東西自由通路を整備し、ＪＲ線で分断された東西の

まちの繋がりを強化します。 

【より使いやすい広場へ】 

世界に誇れる広場とするため、民間事業者の敷地も活用し、バスの乗降場を設置するなど官民連携による駅前広

場機能の再編整備を行い、歩行空間や広場の拡充を図ります。また、西口では、タクシープールを地下に移設し、

道路の混雑緩和を図ります。路線バスだけでなく、新たに空港からのリムジンバスの乗降場も設置し、バスター

ミナルの利便性の向上を図ります。 

【安全で分かりやすい広場へ】 
現在、バスの乗降場へ行くためには車道を横切らなければならず、安全性が十分とは言えない状況です。そのた

め、バスターミナルやタクシープールを再編整備し、安全に乗降できるようにします。 
また、国内外からの観光客をはじめ、渋谷を訪れるあらゆる人に優しいまちづくりを目指し、わかりやすい案内

サイン等の整備を行います。 


